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第 25回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

１．開催年月日  2015年 6月 18日（木）12：20～13：40 

 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

３．出席者 

出席委員：7名中 7名出席 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（白鴎大学 客員教授） 

委 員   山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

放送事業者側出席者 

   社長        森内 譲 

   編成・営業本部長  小林 慎一郎 

   管理本部長     尾上 一也 

   編成部長      津野 雄一 

   事務局       安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題 

【報告事項】 

議題 1 2015 年 7 月以降の番組編成内容について 

2015 年 7 月以降の番組編成内容について、「プログラムガイド原稿案（2015 年 7・8・

9 月）」に基づき説明があった。 

 

【審議事項】 

議題 2 審議番組「泣いてたまるか」（#12 子はかすがい、#47 先生 故郷へかえる）に 

ついて 

＜委員からの主な講評＞ 

・50 年以上前の舞台設定で、現在の価値観では通用しない世界もあったが、作者の温か

い眼差しが感じられ、2作品とも名作だと思った。 
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・モノクロをハイビジョンで見る映像やモノラルをステレオで聴く音声の面白さなど、 

情感をそそられ、行間を読むといった、まるで小説を読んでいるかのような印象を持

った。又、カラー映像じゃないだけに想像力をかき立てられ、非常に新鮮に感じた。

接触率が取れている理由も、高齢層だけでなく幅広い年齢層に受け入れられているの

ではないかと思う。現在の放送基準に合わせると編集しなければならない表現も含ま

れるので致し方ないが、この作品だからこそそのまま放映すべきとも考えられなくは

ない。 

 ・ドラマとしての一面だけでなく、家長制度や男女との関係、電報を使った連絡手法等、

文化や歴史の違いといった昭和史を知る面白さもあった。市原悦子さんや宮本信子さ

んの若い頃の演技を見るのも初めてだったので楽しかった。 

 ・「＃12 子はかすがい」の主人公は刹那的だが、「#47 先生 故郷へかえる」は計画的で

しっかりしている。「泣いてたまるか」シリーズは今回初めて知ったが、主演の渥美清

さん以外の出演者は全く異なり、脚本家も異なるというドラマ作品は現代では珍しい。

当時の出演者や脚本家は今や著名な方々ばかりだが、当時は新進気鋭の存在。しかし、

構成や内容もしっかりしており、場面展開も理解しやすかった。 

・「＃12 子はかすがい」の主人公のキャラクター設定には多少違和感を持つ部分もあっ

たが、この作品は、落語を映像化したものと受け止め、そこに面白さを見出した。又、

泣くようにして玉葱を切っている場面があるが、映画「チャップリンのゴルフ狂時代」

に似たようなシーンがあり、それは、妻に嫌われた酒飲みの主人公がカメラを背に肩

を震わせて泣いているように見えて、実はシェイカーでカクテルを作っている場面で

ある。演出も非常に凝っており、山田洋次さんの深いこだわりも散見される完成度の

高い作品だと思った。 

・映画のようなドラマに仕上がっており、渥美清さんの演技も良い。2 作品ともほのぼの

と見られた。「＃12 子はかすがい」の主人公は現代だと違和感を持つが、当時の映画

等には出てくるキャラクターや場面も多く、見ていて楽しかった。BS だからこそ放送

できる、BS じゃないと放送できない番組だと感じた。 

・現在も活躍されている出演者や脚本家が多く関わっており、作品の放送前後に解説等 

  があるとより内容を楽しむ事が出来ると思う。 

・「＃12 子はかすがい」では最初と最後に電車が走っている風景映像が出てくるが、日

本全体が経済成長していく中で、一般の生活者が感じる悲哀や泣きたくなる気持ちを

毎回織り込んだ作品のように思える。 

以上 


